
実機プラント材料分析による原子炉容器照射脆化評価技術実習 
（1）資源エネルギー庁プロジェクトの概要 
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平成 27 年度から令和元年度まで実施した資源エネルギー庁「原子力の安全性向上を担う人材の育成事業（実

機プラント材料分析による原子炉容器照射脆化評価技術実習）」について、5 年間の活動の概要を紹介する。 
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1. 緒言 

実際のプラント材料を高性能な分析機器で評価し、軽水炉圧力容器鋼の照射脆化評価技術を有する人材育

成の取組を行った。さらに、原子力発電所用機器に対する破壊靭性の確認試験実習により、原子力材料の劣

化事象に関する分析評価技術だけではなく、事象全体を考慮した視点を持つ人材の育成を図った。これによ

り、高経年化技術評価で示された健全性評価に係る評価技術を継承する人材を育成した。 

2. 実施内容 

 5 年間の取組の中で、対象とする実機プラント材料とコンソーシアムを徐々に拡大しながら実習プログラ

ムを構築した。実機プラント材料は、日本原子力発電、関西電力、四国電力、九州電力から実機サーベラン

ス試験片の使用許可を得て、これらの材料を最先端の分析設備で分析する実習とした。実習の構成は、アト

ムプローブ分析実習、そのデータ解析理論に関する演習、透過電子顕微鏡観察実習、破壊靭性実習とした。

コンソーシアムは、当所を含め、電力中央研究所、日本原子力研究開発機構の 3 機関と、7 大学（長岡技術科

学大学、福井大学、東京大学、九州大学、鹿児島大学、京都大学、北海道大学）で構成し、得られた成果は総

括研究会で知見の共有化を図るとともに、学生受講者へ専門家の指導による育成を行った。この人材育成プ

ログラムを活用し、研究機関やメーカーの技術者及び事業者を主な育成対象とし、継続的な人材育成の取組

を実施し、5 年間の育成人数の実績は 120 名（社会人 81 名、学生 39 名）となった。得られた結果の一部につ

いては対外発表[1-5]も行い、研究活動を通じた人材育成を図った。高性能な分析装置を持たない機関におい

ても、本実習で実際の設備やデータを取り扱うことにより、その理解を深めることができた。 

3. 結論 

本事業では、電力会社から使用許可を得て実際のプラント材料を実習に使用し、また実習を機関横断的に

実施する枠組みを構築した。関係機関が連携・研究しながら、人材育成・確保を図る一つのモデルケースと

なったと考えられる。個別の実習内容や肝となるノウハウについては、後続の講演で報告[6-9]する。 
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